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Iwaoka Design

「光タイムライン」医療情報連携支援サービス
医療機関の規模や機能による役割分担と相互連携による、医療の効率化・高質化の推進を

支援する医療 ICT ソリューションです。

患者が複数の医療機関にかかる場合、診療情報を連携することで、継続的な医療サービス

の提供を可能とし、また、医療機関の運営が効率化され、医療費軽減も期待できます。

業務ユーザー：医師、看護師、医療機関、介護施設、薬局など

エンドユーザー：病院の患者、介護施設利用者など地域の医療サービスを受けるひと

利用例）医師が患者さんの履歴を時間軸でオーサリングし、今後の治療計画をつくる

　　　　典型的な例はテンプレートとして共有する

光タイムラインのソリューションは、「医療・治療・研究」「悪いところを治す」から「地

域医療の向上・介護」「見守る」へ移行しつつあります。

担当
1. 基本構想、コンセプトデザイン

2. インタラクションデザイン

3.GUI デザイン

4. 設計指示書とパーツ作成

5. ブランドマーク

2013 年 10 月より販売開始

NTT 東日本ホームページ

http://www.ntt-east.co.jp/business/solution/hikari-timeline/?link_id=tpbrnav
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「光タイムライン」医療情報連携支援サービス
TIMELINE

山田花子　00001111　女性　37 歳１か月　1975 年 02 月 02 日生

タイムライン　　　期間　　　表示範囲　　　日時指定　　　ツール　　　連携施設　　　テンプレート　　　テンプレート編集　　　ヘルプ
閉じる

2013 08 31 15 30年 月 日 時 分

1 年間
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東京都済生会中央病院
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TIMELINE

山田花子　00001111　女性　37 歳１か月　1975 年 02 月 02 日生

タイムライン　　　期間　　　表示範囲　　　日時指定　　　ツール　　　連携施設　　　テンプレート　　　テンプレート編集　　　ヘルプ
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2014 年
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東京都済生会中央病院
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・・・さん患者ノート マイノート 施設内ノート

全表示

循環器科

肝臓内科

グループ 1

グループ 2

グループ A

グループ B

 新規作成

病名

処方

検体検査

ワーファリン錠 1mg（東京都

ワーファリン錠 1mg（品川診

プロトロンピン時間（東京都

プロトロンピン時間（品川診

高尿酸血症治療プラン

病名

処方

高尿酸血症

検体検査

ワーファリン錠 1mg（東

ワーファリン錠 1mg（品

プロトロンピン時間（東

プロトロンピン時間（東

プロトロンピン時間（品

高尿酸血症治療プラン

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

OK キャンセル

1 年間編集

OKOK キャンセルキャンセル

5.Palette
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「Mix Creator」楽曲解析 + ミックス アプリケーション

目的
ダンサーなど楽曲ミックス初心者のためのミックスツール

■ブロック表示

1. 登録された楽曲の「サビ」「A メロ」「B メロ」などが自動解析されてブロック状に

表示されます。

2. 各楽曲の構成からミックスが自動で生成、エフェクトがかけられます。

■ウェーブ編集

ユーザーは、自動で生成されたミックスを自由に編集することができます。

ミックスはポータブルシステム「Steez」で再生することができます。

担当
1. 基本構想、コンセプトデザイン

2. インタラクションデザイン

3.GUI デザイン

4. 設計指示書とパーツ作成

2012 年 11 月に Web サイト公開

フリーダウンロード可能

http://www.mixtraxnet.com/support/index_en.html
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「Nebula」イベントコミュニケーションツール Web サイト
目的
イベント参加者のためのコミュニケーションツール

「表現ネビュラ・リフレクター」は、展示や発表などの参

加者が最後のかえり道に利用します 。

参加者は感動し触発された気持ちを小さなカードに表現

します 。

・カードに絵を描き、スキャンして本システムに読込ます 

・読み込まれたカードにことば（質問と答え）を書入ます 

本システムは、すべてのカードが持つことばの関係性に

よってつくられた世界を表示します 。

関係性は、線や共通することばによって表示されます。

担当
1. ビジョン、基本構想

2. 基本デザイン

3. 基本コーディング

2012 年 4 月に Web サイト公開予定

Youtube

http://www.youtube.com/watch?v=HKagAL4BayE
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「Scandii」北欧家具 Web サイト

目的
高級北欧家具通販サイト

フィン・ユールやハンス・ウェグナーな

ど作家性の高いビンテージ家具や、ザハ・

ハディッドなど現代の家具を販売。

北欧家具とその周辺情報を小さな世界と

して捉え紹介することで、北欧家具の文

化的なコンテキストとユーザーのライフ

スタイルを橋渡しする。

担当
1. ビジョン、基本構想

2. 基本デザイン

3. 基本コーディング

成果
2011 年 3 月に Web サイト公開

http://scandii.com/
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「WebEOC / P.Palette」危機管理・災害復興本部システム

2011年 2月

2011 年 3月

10 日

7日
8日
9日

6日
5日
4日
3日
2日
1日
31 日
30 日
29 日

11 日
12 日
13 日
14 日
15 日
16 日
17 日
18 日
19 日
20 日
21 日

22 日
23日
24 日
25 日
26 日
27 日
28 日
1日
2日
3日
4日
6日
7日
8日
9日
10 日
11 日
12 日
13 日
14 日
15 日
16 日
17 日
18 日
19 日
20 日

警戒区域の決定
と設定

交通規制の調整
と実施

住民の避難措置
要援護者の避難
措置

市民への情報提
供

外部調達

本部の設置と
運営防護・警備

第１回本部会議
第 2回本部会議
第 3回本部会議
第 4回本部会議
第 5回本部会議

第 6回本部会議

第 7回本部会議

第 8回本部会議

第 9回本部会議

P インシデントビュー 2011 年 2月東灘区青木不発弾処理対応弾処理対応    2011 年 2月 22 日    9:30 神戸市不発弾処理対策本部

NOW!

対応状況 対応記録共有ウインドウ 共有ウインドウ 進捗と計画

対応状況       2011 年 2 月 22 日 対応状況       2011 年 2 月 22 日

警戒区域の決定

と設定

交通規制の調整

と実施

住民の避難措置 要援護者の避難

措置

市民への情報提

供

神戸事故警戒本

部の設置と運営

青木 4 丁目 2・3 番

青木 5 丁目

青木 6 丁目 1・3～ 5 番

北青木 1 丁目 2 番

北青木 2 丁目 1～ 3・5 番、10 番

北青木 2 丁目 6～ 8 番

北青木 3 丁目 1 番、2 番、
5 番 15 号、7～ 10 番、20 番

青木 1 丁目 1 番

青木 2 丁目 1 番、2 番、3 番、
9～ 16 番

完了 順調 進捗中 トラ
ブル

未着手

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXX

避難者名簿 進捗と計画      2011 年 2 月 22 日

計画       

進捗       

青木 6 丁目 担当　 危機管理室資源管理班　青木五郎    

トラブルの原因      

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

行政情報にない要援護者の存在など、情報が完全でないので名簿作成が進まない XXXXXXXX

　XXXXXXX　XXXXXXXXXXXXXX　XXXX　XXXXXXXXX　XXXXXX　XXX XXXXXXX　

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

共有ウインドウ共有ウインドウ

トラブル

目的
災害対策本部における

・状況判断

・意思決定の支援

担当
1. ビジョン、基本構想

2. 基本デザイン

成果
2011 年 9 月に「危機管理産業展 2011」発表

商品化開発が進行中

期間

2011 .6 - 2011 9

事故

警戒区域の決定
と設定

交通規制の調整
と実施

住民の避難措置 要援護者の避難
措置

市民への情報提
供

神戸事故警戒本
部の設置と運営

15 日

2011 年 1 月

2011 年 2 月

2011 年 3 月

16 日

14 日

12 日
11 日
10 日
9 日
8 日
7 日

5 日
4 日
3 日
2 日
1 日
31 日

29 日
28 日
27 日
26 日
25 日
24 日

22 日

17 日
18 日
19 日

21 日
22 日
23 日
24 日
25 日
26 日

28 日
1 日
2 日
3 日
4 日
5 日

13 日

6 日

30 日

23 日

20 日

27 日

6 日
7 日
8 日
9 日
10 日
11 日
12 日

第 3回事故警戒本部会議
第 2回事故警戒本部会議
第１回事故警戒本部会議

第 4回事故警戒本部会議
第 5回事故警戒本部会議
第 6回事故警戒本部会議
第 7回事故警戒本部会議
第 8回事故警戒本部会議
第 9回事故警戒本部会議

P 2011 年 2 月東灘区青木不発弾処理対応弾処理対応 神戸市不発弾処理対策本部

対応状況 対応記録

決定事項

報告と計画　対応状況

保存キャンセル 次へ

対応状況       2011 年 2 月 9 日 対応状況       2011 年 2 月 9 日 青木 6 丁目      2011 年 2 月 9 日

成果
住民名簿が完全でなく、確認ができなかった

・東灘区役所まちづくり推進部総務課は、15 時 40 分、（兵庫県警察本部と東灘警察署の警察官

による現場確認を踏まえた結果）東灘警察署より「米軍の不発弾と思われる爆弾（250 ～ 500

ｋｇと推定）が発見された」旨の電話連絡を受けた。同課は、東灘区役所内部での情報共有を

行うとともに、16 時 08 分、危機管理室へ電話・ＦＡＸで連絡を行った。

計画
行政情報（介護保険の要援護３以上対象者、身体障害者手帳交付対象者など）だけでなく、避

難対象区域内全戸に対する個別訪問（チラシ配布）により、要援護者全体の把握を行う必要が

あることを確認した。

進捗：トラブルトラ
ブル

警戒区域の決定

と設定

交通規制の調整

と実施

住民の避難措置 要援護者の避難

措置

市民への情報提

供

神戸事故警戒本

部の設置と運営

青木 4 丁目 2・3 番

青木 5 丁目

青木 6 丁目 1・3～ 5 番

北青木 1 丁目 2 番

北青木 2 丁目 1～ 3・5 番、10 番

北青木 2 丁目 6～ 8 番

北青木 3 丁目 1 番、2 番、
5 番 15 号、7～ 10 番、20 番

青木 1 丁目 1 番

青木 2 丁目 1 番、2 番、3 番、
9～ 16 番

完了 順調 進捗中 トラ
ブル

未着手

対応リスト

対応リスト概要

・平成 19 年２月６日（水）14 時頃、東灘区青木５丁目 11 番 25 号のマンション建設予定

用地において、建物解体作業を行っていた作業員が不発弾を発見し、兵庫県警察本部へ報

した

・東灘区役所まちづくり推進部総務課は、15 時 40 分、（兵庫県警察本部と東灘警察署の警

察官による現場確認を踏まえた結果）東灘警察署より「米軍の不発弾と思われる爆弾

（250 ～ 500ｋｇと推定）が発見された」旨の電話連絡を受けた。同課は、東灘区役所内部

での情報共有を行うとともに、16 時 08 分、危機管理室へ電話・ＦＡＸで連絡を行った。

・危機管理室は、東灘区役所からの連絡を受け、市長、助役（当時、現在は副市長）へ報

告を行うとともに、16 時 25 分、携帯電話電子メールシステムを使用して、危機管理室の

兼務（併任）職員および関係局職員へ情報を送信した。なお、消防局警防課（16 時 15 分）、

市民参画推進局広報課（16 時 20 分）、建設局庶務課（16 時 45 分）へは電話でも連絡を行っ

た。さらに、17 時、兵庫県災害対策局災害対策課へ電話連絡を行った。

・危機管理室は、16 時 30 分頃、陸上自衛隊第３師団及び中部方面後方支援隊第 103 不発

弾処理隊に連絡をとり、発見された不発弾の状況確認を要請した。また、職員２名を不発

弾発見現場に派遣し、兵庫県警察本部、陸上自衛隊、東灘消防署及び土地所有者（マンショ

ン施工主：近鉄不動産（株））等との連絡調整に当たらせた。概要

組織

危機管理室組織

不発弾豪雨暴風

洪水地震

簡易なコントロール

専門家・経験者

ノウハウ・過去の事例ノウハウ・過去の事例

簡易なコントロール

テンプレート

緑山四郎 の i エリア
緑山四郎 の i エリア

アプリアプリ

サービスサービス +

会議・IAP会議・IAP +

対応状況

第 3回本部会議

第 3回本部会議

第２回本部会議
第１回本

危機管理室 指揮班緑山四郎

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5
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「SeeIT」クラウド車両運行システム

目的
車両の運転状況データや映像をクラウドセン

ターへ送信して集中管理するサービス

担当
1. ユーザーインタラクション設計

2.HTML 作成

成果
2011 年 11 月発売

期間

2011 .8 - 2011 10
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「SPYSEE」セマンティック Web  人物情報サイト

目的
人物情報マイニングサイト

1. サイトのビジョン策定

2. 使い勝手の良いインタラクション設計

3. 多量の情報をユーザーに分かり易く提供する

4. 関係性の表示などサイト独自の情報をユー

ザーに分かり易く表示する

担当
1. サイトビジョン、基本構想

2. 基本デザイン、基本コーディング

ツール：Adobe Photoshop , Dreamweaver

成果
2008 年 7 月に試験運用を公開

http://spysee.jp/

期間

2007 .7 - 新サービスを展開中
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 「DesignCentral Imager」高精細 3D リアルタイムデザインビューワ

目的
1. プロフェッショナルな自動車デザインのためのソフトウエア

2. 高度な 3D 技術による、高精細な世界をリアルタイムにレンダリングす

るエンジンに、AS3 による GUI を組み合わせる

3. 自動車デザインに特化したワークフローとユーザーニーズに適合するイ

ンタラクションデザインを実現する

担当
1. 基本構想グループへの参加とインタラクションデザインコンサルタント

2.GUI デザイン

3. ビジュアルアイディンティティー

成果
1. デザイナーバージョン

2. オーサリングバージョン

3. ブラウズバージョン

のうち、

2007 年 6 月にデザイナーバージョンを SGI フォーラムにて発表

期間

2006 .10 -2007.6

2008 年度　グッドデザイン賞　受賞
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「Digital Photo Center」EC 諸国向け DPE 店頭受付機

目的
1. フジフィルム株式会社の EC 諸国におけるブランディングの一環として

DPE 店頭受付機の新機種のインターフェースデザインを行う

2. 既存機の使い難さを改善しなければならないが、機能構成は継続するた

めレイアウトやデザインで工夫しなければならない

3. パーツ構成は各国語に対応する

成果
1. ユーザーが立ち姿勢で画面をタッチして操作するので、ストレスの少な

い操作ができる事に注力した

2. 基本レイアウトのヘッダー・情報領域・フッター区分を明確にした

3. ボタンを大柄に配置し、画面上の「押すべき部分」と、他との間に一目

で区別できるコントラストを付けた

担当
1. インターフェースデザイン

2. グラフィックデザイン

3. 状態表示のアニメーション作成

ツール：Adobe Photoshop , Adobe AfterEffect

期間

2005.12 - 2008

2006 年 6 月より実機をリリースし、バージョンアップを展開中

カタログ



Iwaoka Design

「Tai and Associates」田井勝馬建築設計工房  Web サイト

目的
1. 田井建築設計工房のビジョンとブランドの策定とサイトへの反映

2. 写真を中心にした作品性を持ったプレゼンテーション

3.「家を建てることは、建て主と、建築家との共同作業である」ことが

理解できること

担当
1. ビジョン、基本構想

2. 基本デザイン

ツール：Adobe Photoshop , Dreamweaver

成果
用語と、実例の写真、プロセスの説明とのリンクなど、コンテンツ間の繋

がりを辿ってサイトのビジョンをより良く理解できる

期間

2007 .8 -2007.9
2007 年 10 月公開

http://www.tai-archi.co.jp/



Iwaoka Design

ClipLife

「Clip Life」ビデオ共有コミュニティー  Web サイト

目的
1. コンテンツ共有サイトの社会的な役割やエンタテイメントの要素を考慮

し機能やインタラクションを構想

2.「タグ」（ユーザーが設定するキーワード）などメタ情報を使ったより高

度なサービスを提供する予定

担当
1. 基本構想グループへの参加とインタラクションデザインコンサルタント

2. グラフィックデザイン

ツール：Adobe Photoshop , Macromedia Flash

成果
2006 年 8 月にバージョン 1 として動画投稿機能を公開し、

11 月にバージョン 2 としてコミュニティー機能を公開予定

期間

2006 .6 -
http://cliplife.jp/



Iwaoka Design

「XFY」XML サービス環境コンセプトとツールデザイン

目的
株式会社ジャストシステムは、XML ドキュメントを一括して扱える環境と

して「xfy」を提案している

1. これまで様々な研究開発が行われてきたが、より広い支持を得るために

一般ユーザーが使える形にまとめる

2.「xfy」の特徴である、「ドキュメントに必要なアプリケーション機能が自

由な組合せで提供される」事をユーザーが理解しながら使うツールを開発

する

担当
1. アドバイザーである多摩美術大学須永教授と共に月に一回徳島本社で

ワークショップを開きビジョンや開発目的の共有を図った

2. コンセプトとりまとめとツールデザインを行った

成果

ツールデザインでは主に

1. ドキュメントやアプリケーションをネットワークから取り込む領域

2. 編集を行う領域

3. ドキュメントを構成するサブドキュメントやアプリケーションを管理する領域

の関係性や動作を、ユーザーの理解や使い勝手を中心にデザインした

期間

2005.11 - 2005.9

2005 年 9 月よりツールサンプル「xfy Basic Edition」を配布中

http://www.xfy.com/jp/

ワークショップで「アクティング・アウト」を実施 / サービスや機能の役割を演じてみることで意識を共有したり新しい発見や提案ができる

コンセプトシート / 技術的な可能性をユーザー中心の視点から捉えなおして、サービスのコンセプトやツールデザインに落とし込む

xfy Standard Edition 1.0 ka-ta-chi partners@SIDL     2005.04.26   page 2画面デザイン要件検討

レイアウト
xfy Standard Edition のウインドウを構成する部品のレイアウト

タイトルバー

メニューバー

ブラウズバー

ツールバー

ドキュメントランチャーエリア

表示エリア

xfy コンポーネントエリア

ファイルエリア

ステータスバー

ボキャブラリーコンポーネント固有メニューがマウントされている状態の表示

メニューバー ロードイメージ

ボキャブラリーコンポーネント固有ツールボタン
共通ツールボタン

ツールバー

※参照ファイル：01layout/layout.png

メニューバー

戻るボタン
進むボタン
上へボタン
再読込ボタン
ホームボタン

アドレスバー
履歴表示

ツールバー

エリア幅コントロールボタン
プロパティ表示ボタン
ボキャブラリ境界表示ボタン
コンポーネント切替

※確認：ボタンは右あわせで良い？

※確認：コンポーネント切替のデザインはページ 19
「イメージバリエーション /ボキャブラリコンポーネント関連」を参照

※確認：固有マウントの表現はページ 20「イメージバリエーション /メニュー」を参照

xfy Standard Edition 1.0 ka-ta-chi partners@SIDL     2005.04.26   page 11画面デザイン要件検討

エリア幅初期設定

ツリー第一階層 12 文字

表示程度

180pixel

表示内容の持つ最大幅

他のエリア幅を優先して表示エリアで調整する

ツリー第 4階層アイコン

表示程度

124pixel

ファイル名文字表示分から

104pixel まで

ファイルを開いたときの各エリアの幅初期設定
ユーザーがウインドウ全体を拡張（あるいは縮小）したら操作にあわせて幅の割合を保つ
pixel 数の記述は、ウインドウ全体の幅が 1000pixel とした時のめやす

※参照ファイル：
09areawidth/
DL_F.png
View_L.png
Compo_F.png
File_F.png

※確認：幅の割合の妥当性（実装実験？）

design Sheet: xfy Basic 2005.03.08 4

xfy Basic で扱うデータの視覚化と用語のスタディー

「xfy 機能仕様」2005.02.04 から

レキシコン

タグセット

ボキャブラリ

XMLドキュメント（あり？）

XMLコンパウンドドキュメント

ホストボキャブラリ

ゲストボキャブラリ

New Fragment

ソース XML

デスティネーション XML

JavaVCD

xfy コンポーネント /ボキャブラリ

JavaVCD

xfy コンポーネント /IO

JavaVCD

xfy コンポーネント /その他

JavaVCD

xfy コンポーネント /ビューテンプレート

このふたつはファイルとして扱わないので必要ない？

表示・編集処理の数を弁別する必要があるか？

「その他」とはなにか？

HTML や Table などなど IO等は見る必要なし

コンポーネントは VCDと Java だけ？

イエス

VCDと Java では利用方法や振舞いに違いがある？

ない

これらのものに総称はあるのか？

必要なもの（表現は別途検討）

XMLドキュメント

New Fragment

xfy コンポーネント /ボキャブラリ

xfy コンポーネント /ビューテンプレート

なし

あり /弁別する必要なし

なし

ユーザに見せる必要なし

ユーザに見せる必要なし

あり

あり

VCDと Java 区分ではなく何を処理しているかが重要

あり

design Sheet: xfy Basic 2005.03.08 9

画面構成と用語のスタディー

ストレージエリア関連 /ボキャブラリパレット

・ストレージエリアの階層のひとつ。xfy 素材や xfy 文書の一時置き場

・開いて自由な場所に移動できる

・xfy 素材や xfy 文書を置く時に、参照なのかコピーなのかをユーザーが設定する

ストレージエリア ボキャブラリパレット 表示エリア

Title

You can create and edit these XML documents only in the following two ways

Using an editor to directly enter element tags.

You can, however, edit different types of XML documents and composite XML 

documents in a single editor.You can also modify the structure of your XML document 

easily. 

Using an editing tool specific to each type of XML document.

When you fill in and edit the provided fields appropriately and confirm your editing, 

the tool outputs the XML document.

In order to edit XML documents, you don't require knowledge of elements and 

attributes.

But you must have a specific editing tool for your type of the XML document to be 

edited.Also, you must make changes to your tool itself to modify the structure of your 

XML document.

   

Most XML documents are used for handling text or numeric values.With the editing 

Title

Title

Html Editlet

Html 

Setting

View

画面内を自由に移動できる

ページサマリー：
・一覧性のあるクリップボードのようなものを設けて
作成編集作業や管理を助ける
問い：実現可能性と必要性はあるか？
答え：
あっても良いが要検討

ドラッグアンドドロップ

ドラッグアンドドロップ

ドラッグアンドドロップ

ドラッグアンドドロップ

ドラッグアンドドロップ

ドラッグアンドドロップ

design Sheet: xfy Basic 2005.03.08 13

画面構成と用語のスタディー

表示エリア /構成エリア対応関係案 #3

Title
You can create and edit these XML documents only in the following two ways

Using an editor to directly enter element tags.

You can, however, edit different types of XML documents and composite XML documents in a single editor.You can 

also modify the structure of your XML document easily. 

Using an editing tool specific to each type of XML document.

When you fill in and edit the provided fields appropriately and confirm your editing, the tool outputs the XML 

document.

In order to edit XML documents, you don't require knowledge of elements and attributes.

But you must have a specific editing tool for your type of the XML document to be edited.Also, you must make 

changes to your tool itself to modify the structure of your XML document.

   

Most XML documents are used for handling text or numeric values.With the editing tools specialized to these 

documents, you fill in pages like Web forms.It means that you can represent most XML documents by use of the 

presentation system for HTML.

y advancing this concept, you would be able to edit them more easily if you have a tool that allows you to both 

convert an XML document to an HTML display format document, and edit it by displaying and manipulating the 

format.

However, if you have an XML document for data other than text and numeric values such as SVG for graphic data, 

タイトル

分節表示されたボキャブラリと構成エリアの対応表示

Title
You can create and edit these XML documents only in the following two ways

Using an editor to directly enter element tags.

You can, however, edit different types of XML documents and composite XML documents in a single editor.You can 

also modify the structure of your XML document easily. 

タイトル

xfy コンポーネント表示選択 

Title
You can create and edit these XML documents only in the following two ways

Using an editor to directly enter element tags.

You can, however, edit different types of XML documents and composite XML documents in a single editor.You can 

also modify the structure of your XML document easily. 

Using an editing tool specific to each type of XML document.

タイトル

xfy コンポーネント表示選択 /下位分節対応表示

Click!

Click!

VCD

Title
<Html>

Title
<RssReader>

VCD
Html Editlet

Html Editmode

Icon

分節表示

SOURCE LIKE

SOURCE LIKETWIN 

Setting

View

Icon

分節表示

SOURCE LIKE

SOURCE LIKE TWIN 

構成表示 XML表示

構成エリア表示エリア

表示エリア中の分節表

示されたボキャブラリ

をクリックすると

・構成エリアの当該部

分が強調表示される

・クリックした分節が

強調表示される

・xfy コンポーネント表

示選択ボタンがボキャ

ブラリ直近にも表示さ

れる

Setting View Icon 分節表示 SOURCE LIKE SOURCE LIKE TWIN 

VCD

Title
<Html>

Title
<RssReader>

VCD
Html Editlet

Html Editmode

Icon

分節表示

SOURCE LIKE

SOURCE LIKETWIN 

Setting

View

Icon

分節表示

SOURCE LIKE

SOURCE LIKE TWIN 

構成表示 XML表示

VCD

Title
<Html>

Title
<RssReader>

VCD
Html Editlet

Html Editmode

Icon

分節表示

SOURCE LIKE

SOURCE LIKETWIN 

Setting

View

Icon

分節表示

SOURCE LIKE

SOURCE LIKE TWIN 

構成表示 XML表示

Setting View Icon 分節表示 SOURCE LIKE SOURCE LIKE TWIN 

Setting View Icon 分節表示 SOURCE LIKE SOURCE LIKE TWIN 

前回は ｢ドキュメントエリア」 前回は ｢処理コンポーネントエリア」「ソースエリア ｣

ページサマリー：

・分節表示と構成要素の対応関係の表示

・分節表示に表示切替をつける

・選択された分節内をさらに分節表示し対応関係も表示する

問い：実現可能性と必要性はあるか？

「xfy Basic Edition」XML ドキュメント作成・編集ツール



Iwaoka Design

カーナビゲーション ヘッドアップシステム

目的
自動車メーカーの依頼による

カーナビゲーションシステムコンセプトモデルの実験と提案

・ヘッドアップディスプレイ

・左手指によるサインをセンサーで読み取り情報をディスプレイにフィー

ドバックする

・通常ナビ、走行ルート案内の他にネットワークやユーザープロファイル

情報の利用などマルチタスクな機能を持つ

・情報を音声で読み上げる

などの要件によりユーザーインターフェースを設計し、インタラクティブ

なプロトタイプを作成する

プロトタイプを筐体に設置して操作実験を行い評価を反映して精緻化する

プロジェクトの成果を今後の開発の指針とし、東京モーターショー 2003

ショーモデルの基本とする

担当
ユーザーインターフェース設計

グラフィックデザイン

インタラクティブモデル作成

ツール：Macromedia Director

期間

2003.1-2003.3

成果	 	

1. ユーザーのサインと、システムとのやり取りのタイミング設定や効果的

なアニメーションなどで操作の「気持ちよさ」の実現を図った

2. 操作実験を繰り返しヘッドアップディスプレイで視認できる適切な情報

表示と効果音をデザインした

3. プロジェクトの成果は東京モーターショー 2003 に展示されたナビゲー

ションモデルに生かされた

ハーフミラー

風景投影

センサー

ナビ



Iwaoka Design

MFP（オフィス複合機）基本 UI コンセプト提案

目的
メーカー MFP のユーザーインターフェースの今後のあり方を提案し

社内オーサライズのためのプレゼンテーションを作成する

担当
・オフィスの情報インプット / アウトプットネットワークのセンターとして

　MFP はどのように使われるべきかの提案と使用ストーリー提案

・ユーザーインターフェースコンセプトデザイン

・プレゼンテーションデザイン、作成

成果
誰でも発表に使用できるツールとして作成し、最終的にはナレーション入り

のインタラクティブなプレゼンテーションとした。

ツール：Macromedia Flash

期間

2003.9 - 2003.11



Iwaoka Design

「Sprio」Web マーケティングツール

目的
1.Web でマーケティング調査をするためのツールのデザインと作成

2. アンケート作成ツールの「設問・回答作成」「条件によるページ分岐設定」

など複雑な機能を、ユーザーに分かり易く効率的な作業を支援できるよう

にデザインする

担当
1. このツールは、ユーザーにとってどのようなものであるべきかを事業部

と技術で意識を共有すること

2. 機能を整理しユーザー主体に構造化すること

3. 構造化した機能から各ページを構成し遷移の流れを作る

4. グラフィックデザイン

5. ブランディング、ロゴ

6. コーディング

ツール：Macromedia Dream Wever

期間

2003.10-2004.4

成果	 	

適切な操作の流れとタイミングの良いプレビューでの確認などで使い易さ

を実現し、複雑な与件を破綻無くまとめ製品化した

2006 年 6 月現在稼動中

http://www.vlcank.com/contents/02.html

ユーザータスクモデル

画面遷移図



Iwaoka Design

「クリスタ」学習コミュニティー

目的
1. 総合学習のコミュニティーを実験運用して Web での学習の可能性を探る

担当
1.Web 学習コミュニティーのありかたを想定するグループワーク参加

2.Web サイト構成とルール策定、インタラクションデザイン

3. イベントなど運営面のアイデア出しや実験結果の反映による精緻化

成果
1. コンテストなどによるコミュニティーの活性化

2.子供たちが課題作品を自分なりにカスタマイズすることでコミュニケーショ

ンが活発になる

期間　2002.6 - 2003.1

トップ 作品例とマニュアル 作品掲示板

チャット 個人プロファイルと日記 獲得ポイント


